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青
木
茂
氏
（
一
九
八
四

年
没
）
は
社
会
経
済
史
・
地
方
史
の
研
究

者
と
し
て
知
ら
れ
、『
尾
道
市
史
』（
旧
版
、
全
三
巻
）、『
新
修
尾

道
市
史
』（
全
六
巻
）
な
ど
の
著
者
で
も
あ
る
。
青
木
氏
は
、
生

前
、
史
料
の
調
査
収
集
に
努
め
、
各
方
面
か
ら
多
く
の
古
文
書
を

入
手
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
文
書
は
氏
の
没
後
、
岡
山
県
の
金

光
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
昨
年
七
月
、
青
木
氏
の
御
遺

族
の
了
解
を
得
て
、
当
館
に
寄
贈
の
手
続
き
が
と
ら
れ
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
、
江
戸
時
代
の
尾
道
町
で
作
ら
れ
た

記
録
で
あ
る
。
そ
の
年
代
は
元
禄
か
ら
嘉
永
ま
で
一
五
〇
年
以
上

に
亘
る
。「
年
誌
」
と
い
う
表
題
を
付
け
ら
れ
た
史
料
が
多
く
、

仮
に
「
尾
道
町
年
誌
」
と
総
称
す
る
。
近
世
尾
道
町
の
研
究
に
と

っ
て
不
可
欠
な
基
礎
的
史
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
尾
道
町
は
、
土
堂
町
・
十
四
日
町
・
久
保
町
の
三

町
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
名
ず
つ
計
三
名
の
年
寄
が
置
か
れ

て
い
た
。「
尾
道
町
年
誌
」
の
大
半
を
占
め
る
の
は
、
こ
の
三
町

の
う
ち
の
ひ
と
つ
十
四
日
町
の
年
寄
が
役
務
上
作
成
し
た
公
的
記

録
で
あ
る
。
そ
の
記
載
内
容
は
、
町
年
寄
が
役
目
と
し
て
町
奉
行

所
と
や
り
と
り
し
た
文
書
類
（
触
書
・
通
達
・
上
申
文
書
な
ど
）

の
控
が
中
心
で
あ
り
、
典
型
的
な
「
御
用
留
」
で
あ
る
。

町
年
寄
が
作
成
す
る
こ
れ
ら
の
年
誌
は
、
年
寄
が
交
替
す
る
と

き
に
前
任
者
か
ら
後
任
者
に
引
き
継
が
れ
て
年
々
蓄
積
さ
れ
て
い

き
、
最
後
は
幕
末
に
十
四
日
町
年
寄
の
職
に
あ
っ
た
橋
本
家
に
伝

来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
青
木
茂
氏
は
、
旧
『
尾
道
市
史
』
を
執
筆

中
の
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九

）
に
橋
本
家
か
ら
こ
れ
ら
を
譲
り
受

け
、
元
の
所
有
者
の
名
に
ち
な
ん
で
「
橋
本
年
誌
」
と
名
づ
け
た
。

し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
橋
本
家
の
記
録
で
は
な
く
町

年
寄
の
公
的
記
録
で
あ
る
。
実
際
、「
年
誌
」
の
作
成
者
は
橋
本

家
の
先
祖
歴
代
で
は
な
く
、歴
代
町
年
寄
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で

は
「
尾
道
町
年
誌
」
と
総
称
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
長
沢
洋
）

青
木
茂
氏
旧
蔵
文
書
と
「
尾
道
町
年
誌
」
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文化11年の十四日町役方年誌
町年寄交替の際に前任者から帳面類を引き継ぐ
よう指示されている。
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今
年
度
の
保
存
管
理
講
習
会
は
、
十
一
月
十

九
日
に
情
報
プ
ラ
ザ
と
県
立
文
書
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。
午
前
中
に
神
奈
川
県
立
公
文
書

館
の
樋
口
雄
一
氏
の
講
演
「
公
文
書
等
の
保
存

管
理
と
市
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
、

午
後
は
行
政
文
書
と
古
文
書
の
分
科
会
が
開
か

れ
た
。
五
六
市
町
村
か
ら
一
一
四
名
（
行
政
文

書
分
科
会
五
八
名
、
古
文
書
分
科
会
五
六
名
）

が
参
加
し
た
。
な
お
、
講
習
会
後
、
後
掲
の
と

お
り
広
島
県
市
町
村
公
文
書
等
保
存
活
用
連
絡

協
議
会
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
た
。

〔
講
演
会
〕

樋
口
氏
は
公
文
書
の
性
格
を
「
あ
ら
ゆ
る
情

報
の
集
積
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
と
位
置
付
け
、
そ

れ
を
「
市
民
の
共
有
財
産
」
と
し
て
市
民
に
提

供
し
て
社
会
発
展
の
原
動
力
と
す
る
の
が
「
情

報
公
開
の
精
神
」
だ
と
す
る
。
そ
の
公
文
書
保

存
の
歴
史
に
つ
い
て
氏
は
、
神
奈
川
の
古
文
書

所
蔵
者
二
五
〇
〇
軒
の
実
数
を
あ
げ
、「
日
本

ほ
ど
地
域
の
土
地
・
税
関
連
の
資
料
な
ど
文
書

が
保
存
さ
れ
た
国
は
な
い
」
と
日
本
の
公
文
書

保
存
の
伝
統
を
評
価
し
、
残
さ
れ
た
文
書
は

「
世
界
遺
産
」
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

だ
か
ら
こ
そ
全
国
で
公
文
書
を
体
系
的
に
保
存

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
都
市
化
の
進
展
や
電
子

化
、
及
び
市
町
村
合
併
に
よ
る
公
文
書
保
存
の

危
機
が
迫
っ
て
お
り
、「
住
民
の
資
料
で
あ
る

自
治
体
公
文
書
を
ど
う
残
し
て
い
く
か
」
が
緊

急
の
課
題
だ
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
公
文
書
を
保
存
す
る
上
で
の
選
別
と

そ
の
評
価
基
準
の
重
要
さ
を
指
摘
し
、
神
奈
川

県
立
公
文
書
館
で
の
豊
富
な
実
務
経
験
か
ら
、

「
戸
籍
・
カ
ル
テ
・
人
事
記
録
」
な
ど
「
個
と

し
て
の
人
間
記
録
」
を
第
一
と
す
る
実
践
的
な

評
価
基
準
を
示
し
た
。
ま
た
、「
保
存
年
限
は

役
所
の
作
っ
た
基
準
で
あ
り
、
た
と
え
一
年
保

存
で
も
基
地
の
着
艦
訓
練
に
対
す
る
苦
情
文
書

な
ど
住
民
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
残
す
べ

き
」
と
し
、
年
限
規
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
選
別

の
必
要
性
を
説
い
た
。

最
後
に
市
町
村
の
協
議
会
結
成
に
つ
い
て
触

れ
、
公
文
書
保
存
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
埼

史
協
（
埼
玉
県
）
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

住
民
の
公
文
書
利
用
を
通
じ
て
住
民
の
行
政
組

織
へ
と
役
所
を
転
換
し
て
い
く
こ
と
、
今
後
数

年
間
の
大
き
な
変
化
に
対
し
て
ま
と
ま
っ
て
対

処
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

文
書
が
電
子
化
で
消
え
て
い
く
と
い
う
事
例

や
、
原
子
力
潜
水
艦
の
入
港
通
知
記
録
が
、
情

報
公
開
後
に
は
メ
モ
と
さ
れ
、
公
文
書
と
し
て

扱
わ
れ
な
く
な
っ
た
事
例
な
ど
、
豊
富
な
選
別

経
験
か
ら
生
ま
れ
る
具
体
的
な
話
に
参
加
者
は

ひ
き
込
ま
れ
た
。
選
別
基
準
の
具
体
例
も
「
参

考
に
な
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
樋

口
氏
の
主
張
は
、「
情
報
の
集
積
デ
ー
タ
バ
ン

ク
」
と
し
て
の
公
文
書
に
つ
い
て
、
そ
の
価
値

に
住
民
自
身
が
気
付
き
、
住
民
自
ら
の
公
文
書

利
用
を
原
動
力
と
し
た
保
存
と
活
用
の
新
た
な

行政文書分科会

平
成
十
三
年
度
行
政
文
書
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会

平
成
十
三
年
度
行
政
文
書
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会
�

平
成
十
三
年
度
行
政
文
書
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会
�

伝
統
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
提

唱
し
た
も
の
と
い
え
る
。

〔
行
政
文
書
分
科
会
〕

広
島
県
総
務
企
画
部
管
理
総

室
文
書
法
制
室
の
若
林
清
美
専

門
員
が
「
県
庁
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
新
し

い
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
と
題

し
て
県
庁
に
お
け
る
文
書
電
子

化
の
現
状
を
報
告
し
た
。
概
要

は
次
の
と
お
り
。

広
島
県
で
は
平
成
九
年
三
月

に
「
広
島
県
行
政
情
報
化
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
文
書
事
務
の
電

子
化
が
基
本
的
方
向
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
平

成
十
一
年
三
月
に
は
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
基

本
計
画
」
に
よ
り
収
受
・
起
案
か
ら
廃
棄
に
至

る
文
書
管
理
の
電
子
化
が
具
体
的
に
計
画
さ

れ
、平
成
十
四
年
度
か
ら
の
本
格
運
用
に
向
け
、

現
在
、
経
過
運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
新
し
い
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
収

受
・
起
案
・
回
議
・
決
裁
・
施
行
と
い
う
一
連

の
流
れ
を
全
て
県
庁
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
行
え
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
は
文
書
管

理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
さ
れ
、
検
索
、
引
用

も
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
種
々
の
目
録
が
自
動

的
に
作
成
可
能
と
な
り
、
引
継
ぎ
、
廃
棄
、
文

書
館
へ
の
引
渡
し
な
ど
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
管
理
に
利
用
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
一
挙
に
実
現
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
電
子
決
裁
は
、
決
裁
す
べ

き
文
書
が
全
て
電
子
化
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
起
案
文
書
に
は
紙
文
書
（
た
と
え

ば
申
請
書
）
が
添
付
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
起
案
し
た
文
書
を
紙
に
出
力

し
、
従
来
ど
お
り
紙
文
書
に
押
印
す
る
方
法
で

回
議
・
決
裁
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
電
子
決
裁

は
将
来
的
に
は
と
も
か
く
、
当
面
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
い
と
見
込
ま
れ
る
。
先
進
自
治
体
で

も
電
子
決
裁
は
数
％
に
す
ぎ
ず
、
当
面
広
島
県

も
決
裁
の
九
十
数
％
は
紙
決
裁
に
な
る
と
予
想

し
て
い
る
。

若
林
氏
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
画
面
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し
て
、
実
際
の
操
作
を
行

い
な
が
ら
説
明
を
加
え
た
。
県
庁
電
子
化
の
イ

メ
ー
ジ
を
参
加
者
が
持
て
た
の
で
は
な
い
か
。

県
庁
の
電
子
化
と
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
が
よ
く

わ
か
っ
た
と
い
う
感
想
が
多
く
の
参
加
者
か
ら

聞
か
れ
た
。

講演する樋口氏
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「古文書の取扱い方と装備」の実演

広文協設立総会　選出された役員の紹介

〔
古
文
書
分
科
会
〕

二
会
場
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
た
。

文
書
館
閲
覧
準
備
室
で
は
、
長
沢
　
洋
副
主

任
研
究
員
が
古
文
書
実
務
者
（
一
三
名
参
加
）

を
対
象
に
「
古
文
書
の
取
扱
い
方
と
装
備
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
当
館
で
の
方
法
を
実
演
し
な

が
ら
、
参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

文
書
館
研
修
室
で
は
、
西
村
　
晃
副
主
任
研

究
員
が
「
古
文
書
所
在
調
査
と
市
町
村
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
題
し
て
概
略
次
の
よ
う
に
報
告
し

た
。戦

後
の
広
島
県
内
の
古
文
書
所
在
調
査
は
、

文
部
省
科
研
費
を
得
た
「
近
世
庶
民
史
料
調

査
委
員
会
」
に
よ
る
全
国
調
査
（
県
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
が
担
当
）
に
始
ま
り
、
昭
和
三

十
九
〜
四
十
一
年
度
の
県
立
図
書
館
に
よ
る

「
広
島
県
内
所
蔵
資
料
調
査
」
等
を
経
て
、
昭
和

四
十
三
〜
四
十
五
年
度
に
は
「
広
島
県
史
編
さ

ん
事
業
」
の
開
始
に
と
も
な
い
大
規
模
な
古
文

書
所
在
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
は

大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
反
面
で
、

悉
皆
調
査
に
は
ほ
ど
遠
く
、
ま
た
、
古
文
書
保

存
の
面
で
は
反
省
す
べ
き
点
も
多
か
っ
た
。

昭
和
六
十
三
年
度
に
は
県
立
文
書
館
が
開
館

し
、
翌
年
か
ら
一
二
名
の
地
方
調
査
員
（
平
成

六
年
度
か
ら
は
文
書
調
査
員
と
改
称
し
、
一
八

名
に
増
員
）
を
委
嘱
し
、
古
文
書
の
所
在
確
認

と
保
存
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ

体
系
的
な
地
域
資
料
の
所
在
調
査
を
行
え
な
い

ま
ま
で
あ
る
。

今
年
度
は
、「
広
島
史
料
ネ
ッ
ト
」
も
発
足

し
（『
文
書
館
だ
よ
り
』
第
一
八
号
既
報
）、

「
広
文
協
」
も
設
立
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
務

研
修
等
を
行
い
つ
つ
、
地
域
資
料
の
保
存
と
活

用
に
向
け
て
、市
町
村
と
も
連
絡
を
取
り
合
い
、

協
力
を
図
り
た
い
。

広
島
県
市
町
村
公
文
書
等
保

存
活
用
連
絡
協
議
会
（
広
文
協
）

の
設
立
総
会
が
十
一
月
十
九
日

に
広
島
県
情
報
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
、
六
七
の
市
町
村
と
県
立

文
書
館
が
加
入
し
て
発
足
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
事
務
局
を
広

島
県
立
文
書
館
に
置
き
、
公
文

書
等
（
行
政
文
書
及
び
古
文
書
）

の
保
存
・
活
用
に
関
し
、市
町
村

が
連
携
を
取
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
事
業
と
し
て
、
①
研
修

会
の
開
催
、
調
査
・
研
究
、
②

諸
資
料
の
収
集
・
配
布
、
情
報

の
交
換
、
③
機
関
誌
等
の
刊
行

な
ど
を
行
う
と
し
て
い
る
。

広
文
協
の
組
織
化
は
、
平
成
十
年
度
の
行
政

文
書
・
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会
で
の
県
立
文

書
館
か
ら
の
提
案
に
始
ま
り
、
そ
の
後
市
長
会

や
町
村
会
と
の
協
議
、
各
市
町
村
と
の
協
議
を

経
て
、
平
成
十
三
年
六
月
に
準
備
会
が
開
催
さ

れ
、
今
回
の
発
足
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

設
立
総
会
で
は
、
設
置
要
項
及
び
会
則
を
決

定
し
、
年
会
費
と
し
て
市
は
五
〇
〇
〇
円
、
町

村
は
三
〇
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
役

員
（
理
事
・
監
事
）
を
選
出
し
た
。
総
会
後
の

理
事
会
で
、
会
長
・
副
会
長
が
互
選
さ
れ
た
。

初
年
度
の
役
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

会
長
　
　
広
島
県
立
文
書
館
長
　
　
道
重
哲
男

副
会
長
　
広
島
市
公
文
書
館
長
　
　
舛
田
時
男

理
事
　
　
呉
市
史
編
纂
室
主
査
　
　
津
田
文
夫

福
山
市
市
政
情
報
課
長
　
片
岡
静
子

三
次
市
総
務
課
長
　
　
　
仁
井
康
雄

山
県
郡
千
代
田
町
教
委
文
化
係

主
任
　
六
郷
　
寛

豊
田
郡
本
郷
町
総
務
課
長

伊
藤
勝
也

監
事
　
　
安
芸
郡
府
中
町
総
務
部
総
務
課

主
任
主
事
　
豊
田
吉
秀

安
芸
郡
江
田
島
町
総
務
課
長川

上
　
彪

な
お
、
総
会
及
び
理
事
会
で
、
今
年
度
中
の

事
業
と
し
て
、
市
町
村
史
編
さ
ん
の
実
務
に
関

す
る
見
学
研
修
、
古
文
書
の
収
集
・
整
理
に
携

わ
る
職
員
へ
の
ミ
ニ
研
修
会
を
予
定
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
理
事
会
で
は
、
合
併

に
と
も
な
う
公
文
書
廃
棄
へ
の
対
応
、
公
文
書

の
電
子
化
問
題
へ
の
対
応
を
急
ぐ
べ
き
、
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
早
々
に
開
催
す
る
総
会
と
あ
わ
せ
て
研
修
・

協
議
の
場
を
設
定
す
る
方
向
で
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

他
県
の
状
況
を
み
る
と
、
神
奈
川
、
埼
玉
、

千
葉
、
新
潟
、
茨
城
、
群
馬
、
長
野
、
富
山
な

ど
の
諸
県
で
広
文
協
と
類
似
の
協
議
会
が
組
織

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
協
議
会
は
、
地
域
史

料
の
保
存
・
活
用
に
向
け
、
会
誌
の
発
行
、
総

会
、
講
演
会
、
研
修
会
な
ど
を
定
期
的
に
行
い
、

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
広
文
協
は
こ
れ

ら
に
続
く
も
の
で
、
西
日
本
で
は
初
の
組
織
で

あ
る
。
市
町
村
合
併
や
文
書
の
電
子
化
な
ど
緊

急
の
問
題
に
市
町
村
が
直
面
し
て
い
る
中
、
県

内
市
町
村
の
大
半
を
会
員
と
す
る
広
文
協
が
組

織
さ
れ
、
市
町
村
自
ら
が
主
体
的
に
課
題
を
解

決
す
る
場
を
持
っ
た
意
義
は
少
な
く
な
い
。

広文協発足�11月19日に設立総会開催�
し
っ
か
い
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県
庁
の
業
務
は
「
文
書
に
よ
っ
て
始
ま
り
文

書
に
よ
っ
て
終
わ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

（
文
書
主
義
）、
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
文
書
は

収
受
・
作
成
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
作
成
さ

れ
る
文
書
の
量
は
職
員
の
数
と
仕
事
の
量
に
比

例
す
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

多
数
の
職
員
に
よ
り
年
々
膨
大
な
量
の
文
書

が
作
成
さ
れ
る
の
で
、
統
一
的
な
文
書
管
理
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
広
島
県
で
は
、
県

庁
全
体
で
文
書
分
類
表
が
定
め
ら
れ
、
各
室

は
そ
れ
に
基
づ
き
毎
年
フ
ァ
イ
ル
管
理
表
を

作
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
フ
ァ
イ
ル
の
題
名
、

分
類
記
号
、
保
存
年
限
（
一
年
・
三
年
・
五

年
・
一
〇
年
・
長
期
）
な
ど
が
決
ま
り
ま
す
。

事
務
室
に
は
常
用
文
書
を
除
け
ば
、
前
年
と

当
年
の
文
書
の
み
が
置
か
れ
、
完
結
後
二
年
目

か
ら
は
文
書
法
制
室
の
書
庫
で
保
存
さ
れ
ま

す
。文

書
は
保
存
年
限
が
過
ぎ
る
と
廃
棄
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
前
に
文
書
館
が
評
価
・
選
別
を

行
い
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
は
文
書

館
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

評
価
・
選
別
は
文
書
館
の
職
員
に
と
っ
て
大

変
困
難
な
仕
事
で
す
。
対
象
と
な
る
文
書
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
文
書
が
作
成
さ
れ
る
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
県
庁
の
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
り
、
各
業
務
の
重

要
度
を
測
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
文
書
に
含
ま

れ
て
い
る
情
報
の
価
値
判
断
ま
で
す
る
と
な
る

と
さ
ら
に
大
変

で
す
。し
か
も
、

文
書
に
は
物
価

の
よ
う
に
共
通
の
価
値
尺
度
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
〇
〇
点
満
点
の
評
価
・
選
別

は
不
可
能
で
す
。
な
る
べ
く
少
量
の
文
書
に
よ

り
、
県
行
政
の
姿
（
そ
こ
に
反
映
さ
れ
る
県
民

の
歩
み
）
を
な
る
べ
く
豊
か
に
後
世
に
伝
え
る

こ
と
、
こ
れ
が
努
力
目
標
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
細
か
な
評
価
・
選
別
基
準
の
策
定

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
は
別
に
当

館
が
採
用
し
て
い
る
試
み
と
し
て
、
五
年
ご
と

に
多
数
の
文
書
を
保
存
す
る
と
と
も
に
、
業
務

の
流
れ
や
手
続
を
示
す
文
書
を
サ
ン
プ
ル
と
し

て
保
存
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
印

刷
さ
れ
た
資
料
は
重
要
度
を
判
断
せ
ず
、
悉
皆

保
存
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

評
価
・
選
別
は
一
度
き
り
の
作
業
で
な
く
、

文
書
完
結
後
三
〇
年
経
過
し
た
時
点
で
再
度
行

い
ま
す
。
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
文
書
の
歴

史
的
価
値
が
判
断
し
や
す
く
な
る
と
い
う
考
え

で
す
。
そ
こ
で
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
文
書

に
つ
い
て
は
、
検
索
手
段
と
し
て
、
簿
冊
目

録
、
概
要
目
録
及
び
件
名
目
録
を
作
成
し
、

閲
覧
・
利
用
に
供
し
ま
す
。

な
お
、
行
政
文
書
に
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
す
る
な
ど
の
理
由
で
公
開
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
公
開
可
否

は
行
政
文
書
等
利
用
除
外
基
準
に
基
づ
い
て
判

断
し
ま
す
。

（
安
藤
福
平
）

県庁の第一書庫　Ａ室 県庁書庫での行政資料抜き取り作業

年間作成文書量
県庁で１年間に作成される文書の量は膨大です。平成８年度
に総務課（現文書法制室）が引き継いだ文書の量は、
段ボール・Ｂ４・Ｂ５・Ａ４合わせて11,570個
その容積は83,534,049cm

これらをすべてＡ４の文書整理ケースに収めるとすると
総延長が1,147m（広島市・基町クレドビルの7.6倍）
１冊６cmとすると、19,111冊
重量は推定30トン

（ただし、本庁知事部局と企業局のみの数値。１年保存など
総務課に引き継がない文書もあるので作成文書はさらに多く
なります。）

行政文書検索のコツ

行政文書に含まれている情報は、いずれも

何らかの県の業務とのかかわりで発生したも

のです。したがって、自分の求める情報がど

の業務と関係あるかを推定します。次に、そ

の業務の担当課（室）を推定します（課の変

遷表と事務分掌表が手がかりになります）。課

（室）を特定できれば、年度、表題などでさら

に対象を絞り込み、該当する可能性のある簿

冊について概要目録や件名目録で確認します。

し
っ
か
い

文
書
館
の
し
ご
と
③�

3
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松
本
市
文
書
館
は
、
上
高
地
・
乗
鞍
高
原
方

面
へ
の
交
通
ル
ー
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
松
本
電

鉄
上
高
地
線
の
「
北
新
地
」
駅
か
ら
徒
歩
十
分

の
場
所
に
あ
る
。開
館
は
平
成
十
年
十
月
一
日
。

長
野
県
内
で
は
最
初
の
文
書
館
で
あ
り
、
市
レ

ベ
ル
の
文
書
館
と
し
て
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ

て
い
る
館
で
あ
る
。

同
館
が
特
に
注
目
さ
れ
る
理
由
は
、
市
史
の

編
さ
ん
か
ら
文
書
館
の
設
立
ま
で
、
き
わ
め
て

計
画
的
に
事
業
が
実
施
さ
れ
、
館
の
設
立
を
み

た
点
に
あ
る
。
松
本
市
史
の
編
さ
ん
事
業
は
、

平
成
元
年
四
月
か
ら
始
ま
り
、
全
五
巻
一
一

冊
を
刊
行
し
て
同
十
年
三
月
に
完
了
し
た
。

編
さ
ん
事
業
は
、
当
初
か
ら
の
計
画
を
厳
守
す

る
形
で
進
め
ら
れ
、
し
か
も
、
事
業
開
始
に
当

た
っ
て
策
定
さ
れ
た
市
史
編
さ
ん
大
綱
で
は
、

編
さ
ん
の
基
本
方
針
と
し
て
、「
収
集
さ
れ
た

史
資
料
は
市
民
が
活
用
で
き
る
よ
う
保
存
管
理

し
、
将
来
の
市
民
の
た
め
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
た
。
つ
ま
り
、
収
集
し
た
史
料
を
文
書
館
的

施
設
で
保
存
・
活
用
す
る
こ
と
が
、
当
初
か
ら

計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

事
実
、
松
本
市
史
の
編
さ
ん
が
始
ま
っ
て
わ

ず
か
九
年
六
か
月
で
、文
書
館
は
設
立
さ
れ
た
。

館
の
名
称
は
「
松
本
市
文
書
館
（
ぶ
ん
し
ょ
か

ん
）」
と
称
す
る
。
市
レ
ベ
ル
で
は
、
公
文
書

館
（
こ
う
ぶ
ん
し
ょ
か
ん
）
と
称
す
る
所
が
多

い
が
、
個
人
所
蔵
の
史
料
を
収
蔵
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
て
付
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
広
島
県
立
文
書
館
は
「
も
ん
じ
ょ
か

ん
」
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
選
別
移
管
さ

れ
る
行
政
文
書
も
含
め
、
歴
史
資
料
も
し
く
は

将
来
歴
史
資
料
と
な
る
文
書
を
収
蔵
す
る
機
関

で
あ
る
と
の
意
を
込
め
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

呼
称
の
不
統
一
さ
は
、
文
書
館
界
が
抱
え
る
一

つ
の
懸
案
事
項
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
施
設
の
概
要
で
あ
る
が
、
建
物
は
松

本
市
の
旧
芝
沢
支
所
の
庁
舎
を
再
利
用
し
て
い

る
。
新
築
施
設
で
は
な
い
が
、
建
物
全
体
が
文

書
館
施
設
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
独
立
館
で
あ
る
。

玄
関
を
入
る
と
、
す
ぐ
正
面
に
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
市
町
村
史
を
中
心
と
し

た
図
書
類
が
配
架
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
郷
土

史
団
体
で
あ
る
信
濃
史
学
会
か
ら
寄
託
さ
れ

た
雑
誌
類
約
六
〇
〇
〇
冊
も
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
松
本
市
史
』
の
販

売
も
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
文
書
館
が
発
行
し
て

い
る
史
料
目
録
や
『
松
本
市
史
研
究
』
な
ど
も

販
売
し
て
い
る
。
一
階
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に

研
究
閲
覧
室
が
あ
り
、
一
般
の
来
館
者
が
通
常

利
用
で
き
る
の
は
、
こ
の
二
室
で
あ
る
。

二
階
部
分
は
す
べ
て
文
書
史
料
の
保
存
ス

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
同
館
が
収
蔵
す
る
主

な
文
書
史
料
と
し
て
は
、
市
史
編
さ
ん
の
過
程

で
撮
影
収
集
し
た
複
製
資
料
約
七
万
七
〇

〇
〇
点
と
、旧
役
場
文
書
約
七
万
四
〇
〇
〇
点
、

寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
古
文
書
約
二
万
六
〇
〇
〇

点
（
う
ち
二
万
点
は
初
代
松
本
市
長
の
小
里
氏

関
係
文
書
）
が
あ
り
、
他
に
、
松
本
市
に
合
併

さ
れ
た
旧
一
五
か
村
の
旧
公
図
と
土
地
台
帳
約

一
七
〇
〇
冊
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
複
製

資
料
に
つ
い
て
は
、大
半
が
近
世
文
書
で
あ
り
、

Ａ
５
判
に
紙
焼
き
さ
れ
、
所
蔵
者
別
に
分
類
保

存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
市
史
編
さ
ん
の

た
め
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
文
書

館
の
開
館
に
当
た
っ
て
、
改
め
て
所
蔵
者
か
ら

閲
覧
・
複
写
の
許
可
を
と
り
、
利
用
に
供
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
旧
役
場
文
書
に
つ
い
て
は
、

合
併
が
行
わ
れ
た
昭
和
二
十
九
年
ま
で
（
村

に
よ
っ
て
は
四
十
九
年
ま
で
）
の
一
六
市
町
村

分
が
あ
り
、
旧
役
場
ご
と
に
年
代
順
に
配
架
・

保
存
し
、
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。

市
史
編
さ
ん
室
時
代
に
は
、
市
民
に
開
か
れ

た
市
史
編
さ
ん
を
目
指
し
、『
市
史
編
さ
ん
だ

よ
り
』
は
毎
月
二
回
ず
つ
と
い
う
精
力
的
な

ペ
ー
ス
で
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
姿
勢
は
文
書

館
開
館
後
も
継
続
さ
れ
、『
文
書
館
だ
よ
り
』

は
三
か
月
に
一
回
の
割
合
で
発
行
さ
れ
続
け
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
各
種
講
座
や
講
演
会
な
ど

も
開
催
さ
れ
、
普
及
活
動
も
活
発
で
あ
る
。

松
本
市
文
書
館
は
、市
の
文
書
館
と
し
て
は
、

全
国
で
一
六
館
目
の
開
館
で
あ
る
。
市
町
村
レ

ベ
ル
の
文
書
館
が
全
国
的
に
根
付
い
て
い
く
に

は
、
ま
だ
相
当
の
年
月
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
市
町
村
史
の
編
さ
ん
事
業
自
体
は
今
日
も

全
国
各
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
編
さ
ん

の
た
め
に
収
集
・
移
管
さ
れ
た
史
料
を
、
事
業

終
了
後
に
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
点
は
、
比
較

的
多
く
の
市
町
村
が
一
度
は
検
討
す
る
問
題
で

あ
ろ
う
。
本
来
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
編
さ
ん
後

も
適
切
に
保
存
管
理
し
、
幅
広
く
か
つ
永
続
的

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

べ
き
で
あ
り
、
多
く
の
市
町
村
に
と
っ
て
、
同

館
の
事
例
は
大
い
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。

（
西
向
宏
介
）

松本市文書館

古文書の保管状態

【
他
館
の
紹
介
】�

松
本
市
文
書
館

松
本
市
文
書
館�

�
松
本
市
文
書
館�

ぶ
ん 

し
ょ 

か
ん�
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村
上
弌
資
料
は
、
故
村
上
弌
氏
（
一
九
〇
八

年
〜

二
〇
〇
〇

年
）
が
職
業
生
活
、
私
生
活
を
通
じ
入

手
、
蓄
積
し
た
も
の
で
、
同
氏
の
死
去
に
と
も

な
い
、
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。
同
氏
が
長

く
高
校
教
員
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
学
校

運
営
、
学
校
教
育
、
同
和
教
育
な
ど
に
関
す

る
資
料
が
多
い
。
入
手
し
た
資
料
を
捨
て
ず

に
保
存
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
各
種

会
議
・
研
修
会
配
布
資
料
の
ほ
か
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
至
る
ま
で
保
存

し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
誰
も
が
保
存
価
値

を
認
め
ず
捨
て
て
し
ま
っ
て
、
今
日
で
は
他
で

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
資
料
も
保
存
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
蔵
書
も
膨
大
で
、

地
方
の
図
書
館
で
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

な
戦
前
左
翼
関
係
出
版
物
も
散
見
さ
れ
た
。

村
上
氏
の
遺
し
た
資
料
は
膨
大
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
何
が
文
書
館
資
料
と
し
て
受
け
入
れ

る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
選
択
を
迫
ら
れ
た
。
村
上

氏
個
人
あ
る
い
は
一
高
校
教
員
の
足
跡
を
示
す

史
料
と
し
て
み
れ
ば
、い
ず
れ
も
有
用
で
あ
り
、

全
量
保
存
が
望
ま
し
い
。
村
上
弌
文
書
館
な
ら

そ
れ
は
必
要
で
も
あ
り
、
可
能
で
あ
ろ
う
。
が
、

広
島
県
立
文
書
館
に
そ
れ
だ
け
の
許
容
ス
ペ
ー

ス
は
な
い
と
判
断
し
た
。

結
局
、
選
別
方
針
と
し
て
、
資
料
に
含
ま
れ

て
い
る
情
報
的
価
値
に
着
目
し
、
学
校
運
営
、

学
校
教
育
、
同
和
教
育
、
教
員
組
合
な
ど
に
か

か
わ
る
資
料
及
び
県
内
関
係
の
刊
行
物
を
受
け

【
収
蔵
文
書
の
紹
介
】�

村
上
弌
資
料

村
上
弌
資
料�

村
上
弌
資
料�

は
じ
め�

入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
ブ
ッ
ク
ケ
ー
ス
に
収
納
さ
れ
て
い

た
古
い
時
期
の
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と

し
、
部
屋
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
山
積
み
さ
れ
て

い
た
海
外
旅
行
を
含
む
最
近
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
受
け
入
れ
な
い
こ
と
と
し
た
。
観
光
案
内

を
除
く
各
種
カ
タ
ロ
グ
、
教
材
、
修
学
旅
行
、

生
徒
の
レ
ポ
ー
ト
類
、
家
庭
生
活
関
係
は
原
則

と
し
て
割
愛
し
た
。
蔵
書
も
県
内
関
係
の
刊
行

物
以
外
は
、
一
部
、
竹
原
書
院
図
書
館
が
受
け

入
れ
た
ほ
か
は
、
古
書
店
に
よ
る
流
通
に
委
ね

る
こ
と
に
し
た
。
結
局
、
受
け
入
れ
た
分
量
は

段
ボ
ー
ル
箱
三
七
箱
、二
八
八
五
点
と
な
っ
た
。

＊
受
入
可
否
の
分
岐
点
は
古
さ
と
整
理
状
態
が
、

選
別
を
担
当
し
た
私
の
心
理
に
微
妙
な
影
響
を

与
え
た
と
し
か
説
明
で
き
な
い
。
古
い
物
に
価

値
を
認
め
た
が
る
性
癖
は
否
定
で
き
ず
、
ダ
ブ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
批
判
も
甘
受
せ
ざ
る
を

え
な
い
。

選
別
結
果
に
は
反
省
と
後
悔
が
つ
き
も
の
で

あ
る
。
文
書
館
が
受
け
入
れ
た
資
料
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
、
組
合
、
団
体
が
作
成
し
た
も
の

で
、
作
成
元
に
お
い
て
も
っ
と
も
系
統
的
に
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
作
成
元
の
団
体
等
に
保
存
さ
れ
て
い
る
な

ら
ば
、
個
人
の
資
料
か
ら
収
集
す
る
必
要
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
る
（
今
回
は
団
体
等
に
残
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
低
い
資
料
と
み
て
受
け
入
れ

る
こ
と
に
し
た
）。
逆
に
、
教
材
や
修
学
旅
行

関
係
な
ど
、
受
け
入
れ
な
か
っ
た
資
料
こ
そ
む

し
ろ
村
上
資
料
な
ら
で
は
の
「
誰
も
が
保
存
価

値
を
認
め
ず
捨
て
て
し
ま
っ
て
、
今
日
で
は
他

で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
資
料
」
と
し

て
の
保
存
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

村
上
氏
の
整
理
・
保
存
方
法
は
、
野
口
悠
紀

雄
氏
の
『
超
整
理
法
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
、

一
連
の
資
料
を
一
括
し
て
角
封
筒
に
入
れ
て
お

く
と
い
う
方
式
で
あ
る
（
無
論
、
保
存
第
一
の

村
上
氏
の
こ
と
だ
か
ら
「
押
し
出
し
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
」
は
採
用
し
て
い
な
い
）。
単
純
で
は
あ

る
が
、
理
に
か
な
っ
て
お
り
、
資
料
保
存
が
永

続
し
た
秘
訣
で
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
す
べ

て
の
封
筒
に
件
名
等
の
メ
モ
書
き
が
記
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

ミ
ス
も
あ
る
よ
う
で
、
全
く
無
関
係
の
資
料
が

混
在
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
村
上
氏
宅
に
お
け
る
整
理
・
保
存
の
状
態

は
、
文
書
館
で
の
整
理
・
目
録
作
成
に
お
い
て

も
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊
作
成
ま
た
は
使
用
し
た
文
書
を
先
頭
に
排
架
す

る
。
そ
の
結
果
、
使
用
さ
れ
な
い
文
書
は
末
尾

に
押
し
出
さ
れ
、
廃
棄
処
分
の
候
補
と
な
る
。

（
安
藤
福
平
）

高等学校の文芸誌　昭和20年代

草創期の教員組合資料 大阪商船の刊行パンフレット　昭和10年同和教育関係資料

＊

＊
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考
古
学
は
地
中
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
遺
構
や

遺
物
を
も
っ
て
歴
史
・
文
化
の
復
元
を
試
み
る

学
問
で
あ
る
。
土
器
や
地
中
か
ら
姿
を
現
し
た

生
活
遺
構
と
い
っ
た
考
古
資
料
に
ど
れ
だ
け
肉

薄
で
き
る
か
が
、
研
究
者
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ

と
い
え
る
訳
だ
が
、
往
々
に
し
て
彼
ら
に
多
い

の
が
文
献
資
料
の
解
読
は
さ
っ
ぱ
り
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
か
く
い
う
私
も
学
生
時
代
か
ら
地

方
文
書
の
解
読
会
に
加
わ
っ
た
り
、
県
立
文
書

館
主
催
の
古
文
書
解
読
講
座
に
参
加
し
て
み
た

り
と
が
ん
ば
っ
て
は
み
た
が
、
や
は
り
、
辞
書

な
し
に
は
と
て
も
読
め
な
い
口
で
あ
る
。

そ
ん
な
私
が
一
九
九
九
年
春
か
ら
ほ
ぼ
一
か

年
、
東
広
島
市
西
条
駅
前
に
広
が
る
西
条
四
日

市
宿
の
中
心
部
分
、
街
道
が
屈
曲
し
制
札
場
が

設
け
ら
れ
て
い
た
〈
枡
形
〉
の
東
側
の
町
家
部

分
の
発
掘
調
査
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
西
条
四
日
市
宿
に
は
部
屋
割
り
ま
で
記

さ
れ
た
絵
図
面
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
私
は
絵
図
面
と
発
掘
調
査
の
成
果

が
ど
れ
だ
け
の
整
合
性
を
見
せ
る
か
と
い
う
こ

と
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
。
古
文
書
の
解
読
こ

そ
不
得
手
な
私
で
あ
る
が
、
歴
史
研
究
に
身
を

置
く
者
と
し
て
一
度
は
文
献
資
料
と
考
古
学
が

融
合
し
た
仕
事
を
経
験
し
て
み
た
い
と
念
じ
て

い
た
。

そ
の
た
め
に
も
ま
ず
、
直
ち
に
そ
の
絵
図
面

に
触
れ
、
文
字
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
の
「
四
日
市
街
路
家
並
絵
図
」
は

県
立
文
書
館
収
蔵
の
資
料

（
資
料
番
号
八
八
〇
一
―
五
五
一
九

）

で
、
市
制
施
行
以
前
に
編
纂

さ
れ
た
『
西
条
町
誌
』
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
全
体
の
複
写
で
あ
り
、
宿

全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
掴
む
こ

と
は
出
来
て
も
文
字
の
解
読

は
到
底
不
可
能
な
縮
図
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
文
字
が
読
め

る
大
き
さ
ま
で
拡
大
し
て
複

写
す
る
こ
と
に
し
た
。
長
さ

三
・
五
ｍ
に
及
ぶ
そ
の
巻
紙

の
絵
図
面
は
日
頃
ス
コ
ッ
プ

で
土
ば
か
り
と
格
闘
し
て
い

る
私
に
は
脆
弱
そ
の
も
の
で
、
腫
れ
物
に
触
る

か
の
よ
う
な
恐
る
恐
る
の
複
写
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
露
出
計
の
不
調
で
、
ポ
ラ
ロ
イ
ド
の
み
で

露
出
を
確
認
す
る
と
い
う
、
い
ち
か
バ
チ
か
の

複
写
で
あ
っ
た
。
が
、
幸
い
な
こ
と
に
全
カ
ッ

ト
解
読
に
支
障
の
な
い
写
り
に
仕
上
が
っ
て
お

り
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
県
立
文

書
館
の
西
村
氏
の
御
助
力
も
い
た
だ
き
、
撮
影

後
三
日
ほ
ど
で
発
掘
調
査
区
に
該
当
す
る
個
所

の
解
読
を
終
了
し
た
。

読
み
解
い
て
ゆ
く
私
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
新

鮮
な
感
動
に
包
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
い
ま
だ

に
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
は
〈
八
畳
〉、〈
六
畳
〉、

〈
三
畳
〉
あ
る
い
は
〈
茶
間
〉
と
い
っ
た
極
め
て

具
体
的
な
部
屋
割
り
や〈
湯
殿
〉、〈
蔵
〉、〈
物
置
〉、

〈
馬
屋
〉
と
い
っ
た
生
活
に
欠
か
せ
な
い
空
間

が
丁
寧
に
表
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ

ら
に
医
者
と
お
ぼ
し
き
人
物
の
住
ま
い
、
湯
殿

を
三
個
所
も
擁
す
る
富
豪
の
広
大
な
邸
宅
、
か

と
思
え
ば
部
屋
割
り
も
な
く
四
角
い
枡
状
に
表

記
さ
れ
た
貸
家
、
い
ま
な
お
現
存
し
て
い
る
酒

蔵
な
ど
が
絵
図
面
か
ら
こ
の
目
に
飛
び
込
ん
で

来
た
時
、
私
は
考
古
学
で
は
知
り
え
な
い
生
活

の
息
吹
を
強
く
感
じ
取
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
か

ら
そ
の
一
部
を
自
分
が
掘
り
出
し
、
記
録
し
て

ゆ
く
の
か
、
と
考
え
た
時
、
責
任
感
に
気
持
ち

が
粛
然
と
な
っ
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
覚
え
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
七
月
頃
か
ら
近
世
の
建
物
基
礎

が
検
出
さ
れ
始
め
、
九
月
中
頃
に
は
調
査
区
に

収
ま
る
形
で
絵
図
面
に
表
記
さ
れ
た
半
兵
衛
・

九
十
郎
宅
の
建
物
基
礎
が
ほ
ぼ
絵
図
面
ど
お
り

ま
す
が
た

に
検
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
半
兵
衛
・
九
十
郎

宅
の
露
地
に
は
底
面
に
石
を
貼
り
付
け
た
漆
喰

造
り
の
小
池
が
見
つ
か
り
、
そ
れ
は
可
憐
極
ま

り
な
く
、
ま
る
で
池
の
周
囲
に
植
え
ら
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
庭
木
ま
で
も
が
幻
影
の
よ
う
に
眼

前
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
ま
た
池
に
は
渇

水
時
に
魚
が
逃
げ
込
め
る
よ
う
に
大
甕
を
据
え

付
け
た
〈
魚
溜
り
〉
が
確
認
さ
れ
、
瀟
洒
な
都

市
生
活
ぶ
り
が
窺
え
た
。
こ
の
遺
構
が
早
期
に

池
と
判
断
で
き
た
の
も
こ
の
場
所
が
絵
図
面
で

〈
露
地
〉
と
表
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、

絵
図
面
解
読
の
成
果
が
早
速
現
れ
た
と
喜
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
絵
図
面
は
常
に
調

査
の
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た
。
そ
の
結
果
西

条
四
日
市
宿
の
基
本
的
な
町
割
の
詳
細
が
明
ら

か
に
な
り
、
同
時
に
絵
図
面
の
正
確
さ
も
立
証

さ
れ
た
と
い
う
点
で
今
回
の
調
査
の
意
義
は
大

き
く
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
的
に
も
稀
有
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
半
兵
衛
宅
で
は
街
道
に
面
し
た
軒

下
で
、
雨
水
を
貯
め
打
ち
水
を
す
る
た
め
に
据

え
付
け
た
埋
甕
が
見
つ
か
っ
た
り
、
居
宅
内
に

掘
ら
れ
た
井
戸
の
位
置
か
ら
八
畳
三
間
と
そ
れ

に
続
く
茶
間
の
配
置
が
確
定
さ
れ
る
な
ど
、
考

古
学
な
ら
で
は
の
調
査
成
果
も
多
数
挙
げ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
全
調
査
期
間
を
通
し
て
従
来
か

ら
研
究
者
の
間
で
お
題
目
の
よ
う
に
唱
え
ら
れ

て
い
る
文
献
史
学
と
考
古
学
の
協
働
の
必
要
性

を
我
が
身
を
も
っ
て
痛
感
し
た
貴
重
な
体
験
と

な
っ
た
。（

東
広
島
市
教
育
委
員
会
　
文
化
課
）

【
閲
覧
室
か
ら
】�

―
西
条
四
日
市
宿
の
発
掘
調
査
―�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
学�

絵
図
面
と
の
対
話

絵
図
面
と
の
対
話�
絵
図
面
と
の
対
話�

は
ん
べ
え

く
じ
ゅ
う
ろ
う

う
お
だ
ま
り

つ
か

し
っ
く
い

お
お
が
め

し
ょ
う
し
ゃ

じ

か
た
も
ん
じ
ょ
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芸
予
地
震
を
機
に
結
成
さ
れ
た
広
島
県
歴
史

資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
広
島
史
料
ネ
ッ
ト
）
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
活
動
を

紹
介
す
る
。

【
呉
市
仁
方
・
相
原
家
】

相
原
家
は
、
賀
茂
郡
白
市
の
木
原
家
の
分
家

で
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
仁
方
塩
田
、
酒
造
業

を
営
ん
だ
。
二
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
「
不
二
寿
」

と
い
う
酒
を
醸
造
し
て
い
た
。「
雨
後
の
月
」

の
相
原
酒
造
は
、
同
家
の
分
家
に
あ
た
る
。
同

家
の
つ
く
り
は
規
模
も
意
匠
も
大
変
優
れ
た
も

の
だ
が
、
先
年
の
豪
雨
災
害
と
今
年
の
芸
予
地

震
に
よ
り
、
至
る
所
に
雨
漏
り
や
壁
の
崩
れ
た

箇
所
が
あ
る
う
え
、
以
前
よ
り
計
画
さ
れ
て
い

た
道
路
工
事
の
た
め
、
壮
大
な
酒
蔵
群
の
大
部

分
が
近
日
中
に
解
体
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
資
史
料
の
緊
急
避
難
を
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
今
回
の
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー
と

な
っ
た
。

予
備
調
査
を
八
月
九
日
に
実
施
し
、
九
月
九

日
、
計
一
一
名
が
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
参
加
、

解
体
予
定
の
蔵
か
ら
、
文
字
史
料
と
漆
器
類
な

ど
古
い
生
活
用
品
を
別
の
蔵
へ
移
動
し
た
。
移

動
し
た
資
料
の
活
用
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
と

り
あ
え
ず
、
比
較
的
良
好
な
状
態
で
保
存
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

【
呉
市
阿
賀
・
柳
原
家
】

柳
原
家
は
江
戸
時
代
か
ら
代
々
村
で
医
師
を

し
て
お
り
、
医
学
関
係
資
料
な
ど
が
残
さ
れ
て

き
た
。
今
回
の
芸
予
地
震
の
影
響
で
家
屋
の
一

部
を
解
体
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
資
料
の

調
査
及
び
移
動
に
つ
い
て
柳
原
家
よ
り
要
請
を

受
け
た
。

九
月
二
十
一
日
に
事
前
調
査
を
行
い
、
十
月

七
日
、
七
名
の
参
加
で
、
屏
風
・
襖
・
額
・
紙

史
料
（
講
義
ノ
ー
ト
な
ど
医
学
関
係
）
を
、
解

体
さ
れ
な
い
蔵
へ
移
動
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

御
当
主
は
、
資
史
料
を
し
か
る
べ
き
機
関
に

寄
贈
し
て
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
、
と
の
意
向
で
あ
っ
た
。
先
々
代
・
英
氏
の

学
生
時
代
の
受
講
ノ
ー
ト
な
ど
の
史
料
に
つ
い

て
は
、
母
校
の
京
都
大
学
大
学
文
書
館
に
寄
贈

す
る
こ
と
が
有
益
で
は
な
い
か
、
と
の
助
言
を

し
た
。
ま
た
、
蔵
の
中
か
ら
新
た
に
見
つ
か
っ

た
医
学
関
係
史
料
は
、
地
域
の
史
料
と
し
て
貴

重
な
も
の
で
あ
り
、
薬
品
・
器
具
な
ど
の
医
学

資
料
と
と
も
に
、
広
大
医
学
資
料
館
に
寄
贈
す

る
の
が
最
適
で
は
な
い
か
と
助
言
し
た
。
そ
の

後
、
レ
ス
キ
ュ
ー
参
加
者
の
仲
介
で
、
近
く
両

館
が
受
領
す
る
手
は
ず
に
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
三
年
度
収
蔵
文
書
展
「
広
島
戦
後
の

記
録
」
が
、
十
月
二
十
二
日
か
ら
十
二
月
二
十

七
日
ま
で
特
別
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
初
め
て
の
行
政
文
書
展
と
い
う
こ
と
で
注
目

さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ

た
。
展
示
室
で
は
、
県
庁
Ｏ
Ｂ
の
方
が
懐
か
し

そ
う
に
展
示
資
料
に
見
入
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

展
示
見
学
を
き
っ
か
け
に
、
写
真
や
辞
令
な
ど

の
資
料
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
貴
重
な

回
想
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。

十
一
月
二
十
八
日
に
は
千
田
地
区
女
性
学
級

の
一
行
二
〇
人
が
、
十
二
月
六
日
に
は
吉
島
公

民
館
の
こ
と
ぶ
き
大
学
の
一
六
人
が
見
学
に
訪

れ
、
担
当
者
の
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
ま

た
、
十
二
月
八
日
に
文
書
館
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
展
示
担
当
の
数
野
副
主
任
研
究
員
が
「
復

興
か
ら
高
度
成
長
期
の
広
島
〜
そ
の
記
録
と
記

憶
〜
」
と
題
し
講
演
し
た
。

広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り

第
十
九
号

平
成
十
四
（
二
○
○
二
）
年
一
月
十
日
発
行

編
集
発
行

広
島
県
立
文
書
館

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
―
四
七

電
　
　
話

○
八
二
―
二
四
五
―
八
四
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

○
八
二
―
二
四
五
―
四
五
四
一

印
　
　
刷

日
昇
印
刷
株
式
会
社

利
用
案
内

■
開
館
時
間

＊
月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
17
時

＊
土
曜
日
　
　
　
９
時
〜
12
時

■
休
館
日

＊
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
休
日

＊
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
）

■
交
　
　
通

＊
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
よ
り
バ
ス
（
広
島
港
行

き
）
又
は
路
面
電
車
（
紙
屋
町
経
由

宇
品
行
き
）
い
ず
れ
も
広
電
本
社
前

下
車
約
五
〇
〇
ｍ
、
広
島
県
情
報
プ

ラ
ザ
２
Ｆ

相原家史料レスキュー予備調査

展示を見学する女性学級のメンバー

広
島
史
料
ネ
ッ
ト
の

史
料
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動

収
蔵
文
書
展
に

さ
ま
ざ
ま
な
見
学
者

は
な
ふ
さ


